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ブックガイド 気楽に読んで査定⼒アップ！（66）                    
https://www.uuw.tokyo/bookguides/bookguide66.html    

 

――パンデミックで年度末―― 

 

感染症と文明 

（山本太郎 著 岩波新書 720 円税別 2011 年 6 月刊行） 

 

 気楽に読める一般向けの本で、アンダーライティングに役立

つ最新知識をゲットしよう。そんなコンセプトでブックガイド

しています、査定歴 22年目の自称査定職人ドクター・ホンタ

ナ（ペンネーム）です。今回のテーマはウイルス・パンデミッ

ク。この「感染症と文明」を読んでいるのは 3月 13日・WHO

が COVID-19のパンデミック宣言をした日です。この本自体は

2011年刊行ですから 10年近く前 SARS騒ぎのあと震災の頃に

出た本ですが今回の COVID-19にも通じるところ多く読み直し

てみました。 

 

 この本に書かれている、麻疹（はしか）が免疫のない島に侵入したときの流行モデルを

COVID-19にあてはめてみましょう。基本再生産数（一人の感染者が何人に感染させうるか）

で流行の盛衰はかなり予測できます。COVID-19のそれが 2だとすると人口の 50%が免疫を獲

得すれば実際再生産数は 2×0.5=1というわけで流行の平衡状態になります。さらに免疫獲得者

が 50%を越えれば流行は終息に向かうことになります。メルケル首相がドイツ国民の 60%くら

いは感染すると言っていたのはそういうことです。国民の過半数が感染して免疫を獲得し集団

免疫が完成するまでの間に重症者をできるだけ出さず、もし重症化しても適切な治療で死亡を

できるだけ避けながら感染率＝免疫獲得率を上げていくことが市中感染期の正しい戦略という

ことになります。 

 

 このウイルスとの共生を著者は川の治水に例えています。例えば私の身近な神戸の住吉川に

置き換えてみると、ちょっとした雨で起こる洪水が起こらないようにと堤防を築くと次第に川

底に土砂が溜まって水位が上昇するのでさらに堤防を高くする、これを繰り返しているといつ

の間にか川底が家々の天井よりも高くなる（天井川）。天井川は全国いたるところに見られま

すが、これが決壊すると大洪水になってしまいます。そこであえて小規模の洪水は起こっても

天井川を作らないという方法が川との共生と言えます。 

 

 ウイルスも完全に締め出しつづけるとと時間とともに集団免疫が次第に低下して、少し変異
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したウイルスにもまったく無力となり感染爆発が起きてしまいます。共生とはわずかばかりの

感染と犠牲者を出し続けることで感染爆発が起きないようにするということ。しかし、誰も自

分がわずかばかりの犠牲者の一人にはなりたくない・・・という心情的矛盾はあるわけですが。 

 

 ウイルスを国内に持ち込まないのが検疫などの水際対策ですが、グローバル化した世界では

防ぎきれないことが COVID-19で証明されました。HIV やエボラはアフリカで、COVID-19は

中国武漢で動物感染症の人間への感染で始まりました。どちらも人の往来が少ない時代であれ

ば一過性の風土病で終わっていたものが世界的な人の移動や都市への人口集中のためにパンデ

ミックになる。そういう時代ですから、アフリカや中国の衛生環境や食習慣の改善がひいては

世界中の健康に直接リンクしているわけです。 

 

 文明の興亡とともに感染症も移り変わり、ペストがヨーロッパ中世を終わらせ、その後には

結核の時代、感染症による新大陸征服、さらには近代になってアフリカ分割が熱帯感染症との

闘いであった（帝国医学の時代）こと、さらにスペイン風邪、インフルエンザ、SARS と個々

の感染症の歴史をたどりながら、感染症との共生という俯瞰的な視点にも気づかせてくれる、

そんな一冊です。 

 

 著者の山本太郎先生は世界中の重大感染症の現場で活躍し現在は長崎大学熱帯医学研究所教

授。岩波新書では「新型インフルエンザ 世界がふるえる日」（2006）、本書、「抗生物質と人

間」（2017）・・第 21回ブックガイドで紹介・・の三冊どれも読みやすく内容もよくまとま

っています。ぜひ手元に揃えたおきたい三部作です。（もちろん、れいわ新鮮組の山本太郎氏

とは別人です・・・）（査定職人 ホンタナ Dr. Fontana 2020年 3月） 

  




